
民ボラとは、民間でボランティア活動を推進している

全国の団体が民間性を中心に置き、民間の独創性、独

立性を守りながら行政等との公私協働や、市民に対し

てどの様な役割をはたしていくかという視点で開催さ

れている。

今回は宇都宮大学のUUプラザにて開催。

テーマは排除／包摂とSDGs(持続可能な開発目標)

社会的包摂をどう進めるか

～若者の闇／閉鎖／排除ー不寛容な社会に立ち向かう～

枝見太郎氏(富士福祉事業団)

　大学生はボランティア活動に対して、準備された

　ものに参加する。自分で考えての活動ではない場

　合が多い。自分で決めなければ何もできない、自

　由が怖い、責任が自分にある。

　所属する場所がある学生は活動できるが、孤立す

　る学生(不登校)が増えている。大学が苦しい、社

　会から排除されることになる。自殺者年間3万人を

　切ったが、変死は10万人になる。

中野謙作氏(一般社団法人若年者支援機構)

　行き場のない若者は、経済的に困窮・将来に希望が

　持てない・凶悪な事件が起きると共感する・人に失

　望・自分をもっと分かってほしいと怒り続ける。

　直接会って話を聞いてほしい、心の中をしっかり見

　てほしい、伴走する支援者がほしい、そんな訴えが

　ある。

横田能洋氏(茨城NPOセンターコモンズ)

　少数派は我慢しろという社会だが、社会のしくみや

　ルールを変えれば生きられる。

山田みやこの活動報告

平成30年6月30日(土)

　第36回民ボラ㏌栃木に参加　


